


















































































































































































































































































































































































































（9・1〕 〔A〕 （9011e〕 ；
＝
（収人j 〔B〕 （支出）
資産σ）減少 L
資産の増加 ＝
S。
Sl
1
負債の増加
■1』一
S。
＿＿」
（資料皿）
rあるもの」（資料皿ではS1，S2，S3と表現）を使用した。たとえば・＜（借
方）資産の増加（貸方）S1〉という分解仕訳は，rあるもの」S・が資産を
獲得するために支出されたことを示す。コールの欠点は，各勘定の背後に
「あるもの」の存在を仮定しながら，期中の個別取引に対して，上の分解
仕訳を想定しなかったことにある。そして，バランス〔A〕表はコール自
身の「計算表」に相当する。バランス〔B〕表は「あるもの」の源泉と使
途を一覧的に表示したものである。
　以上のことから，バランス〔A〕表はバランス〔B〕表を勘定科目によ
って表現した，　いわばバランス　〔B〕表の投影像であることが理解され
る。したがって，氏は「資金」fund用語を使用しなかったけれども，氏
が「あるもの」（something－1908．1915年）から「資源」（resource－1910
年）さらには「価値」（va1ue－1921年）へと変化させた（資料I・1・参
照），　一つの概念が資金概念に相当するものであることから，バランス
〔A〕表が源初的な資金計算書形態であることが理解される・
　要するに，氏の資金的思考は，「支払能力の財源となるべき資金が一会
計期問中において，どのような源泉から調達され，それがどのような使途
へ運用されているかという，その期間中における資金の流れをとおして，
いわば由壷白ろ后圭払罷カあ娃産を考察しようとする。」9）　（傍点注・中村）
ことにある。
1）　　　〔2〕，　p－315．
2）　　　〔1〕，p一ユ32．
3）　　ibid．，PP．ユ27－128・
4）　　ibid一，P．ユ4．
5）　　ibid．，P一ユ27．
6）　　ibi一・，P・ユ32・
7）　ibid．，pp，129－130．植野郁太著「財務諮表論研究」中央経済社刊，昭
　　和50年，243頁。
8）　ibid．，p．132．植野郁太著前掲書，243頁。
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9）　水田金一著『財務諸表分析」r1一央経済社刊，昭年42年，134頁。
4．　ローゼンとデコスタiの論評
　さて，これまで考察を行なったコールの「計算表」に対し・今日まで多
くの論者が論評を行なってきた。その中でも，ローゼンとデコスター（L．
S．Rosen　and　Don　T．DeCoster）は，貸借対照表との関連で，「計算表」
の論評を行なっている。それは，「計算表」（特に目的）の理解にとって，
興味ある問題を提示する。本節では，かかる両氏の論評の考察を通して・
コールの「計算表」への理解を深めたい。
　両氏は、まずH貸倍対照表の目的と「計算表」の関係から，次のように
論評する。
　「コールの説明は，報告書が｝一般債務返済能力”の変化を表示す
べきなのか，　鵯帳簿の信頼’’に関する情報を表示すべきなのか，どち
らにあるのか明示しなかった。」1〕
　かかる両氏の論評は，コールが，一方では貸借対照表を次のように言及
しながら（注2），他方ではすでにみたように，「計算表」は債務返済能
カの変化を説明することのみ主張することにすぎなかった，ことに起因す一
る。
　「貸借対照表は資産負債表と混同される。論理的には両者は同一物
ではあるが・実際には通常そうとは眼らない。貸借対照表は，企業の
正確な状態what　is　the　exact　of　state　of　affairs（債務返済能力・
中村）だけでなく，帳簿の正確な状況what　is　the　exact　condition
of　the　books（帳簿の信頼性・中村）を表示することにある。」2〕
　したがって，問題は帳簿の信頼性に関する情報とr計算表」との関係に
あ乱この点を明らかにするためには・コールによる貸借対照表の帳簿信
頼表示機能を見直す必要がある。そのとき，氏が貸借対照表は「帳簿を締
切った後に作成された新しい試算表」であるとし，次のように言及するこ
とに注意しなければならない。
　「試算表の目的は，　その名が示すように，　帳簿の正確さaCCuraCy
を借方と貸方の一致の方法で検査することにある。さらにこの試算表
は6桁計算表の基礎として使用される。けだし，それは1帳簿が会計期
末にいかなる状態にあるかを正確に示す。このことから，6桁計算表
の最初の二欄は試算表の写しである。次の二欄は資産と負債を示し，
債務返済能力を示す。・・・…（略）……。帳簿が締切られた後に作成され
る試算表は貸借対照表である。利益の処分による変動を除けば，それ
は6桁計算表の第三番目の二欄とまさに一致する。」3〕
　要するに，試算表が具備する複式簿言己の自動的検証機能が貸借対照表に
運用されている。その意昧において，貸借対照表は独自に帳簿の信頼性に
関する情報を提供する。したがって，コールは，「計算表」を作成する効
果は債務返済能力の変化を説明することのみにあることを強調したと，理
解される。
　次に目債務返済能力と流動性に関連し，両氏は次のように論評する。
　「コールの“資金”計算書は流動性の変化を充分に説明してはいな
い。それは単なる貸借対照表の純変化だけを表示するにすぎないので
あって，少しも当期に生じた重要な取引に注視し，表示しない。」4〕
かかる論評はコールに対する論評の中でももっとも一般的なものであ
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る。それは，氏が「即時的な債務返済能カ」immediate　so1vencyという
表現で流動性に関心を示し，貨倍対照表の勘定科目分類は次のように調整
されるべきであると指摘しながら（注5），　実際にはなんらの調整もなさ
なかったことに起因する。
　「貸借対照表は，負似が即時的であり，資産がげ〒1定的であるという
事実に関し，なんらのヒントも与えない。そのような貸借対照表は充
分に満足しうるものではない。貸借対照表は，流動資産quickassets
と流動負債current1iabi1itiesが比較’lU能なように，　調整されるべ
きである。」5〕　（傍点注・中村）
　それでは，コールは何故に貸借対照表を自らそのように調整しなかった
のであろうか。また何故に「計算表」をそれら特定項目に注視するように
作成しなかったのであろうか。その理由として，次に挙げる三点を指摘す
ることができる。
　まず第一点は，利害関係者の要請が何であるかという判断にある。この
点に関し，氏は次のように指摘する。すなわち，投資家・投機家も即時的
な債務返済能カに関心を向けているが，彼ら以上に貸主がそれに関心を向
けている。しかし，一般的には，投資家・投機家ならびに貸主いいかえれ
ば，貸借対照表を検討する人の閑心は，「即時的な利用性よりも財産の実
際最終価値に」，　そして「資本項目に常に関心を向けている。」6）
　かかる氏の判断は，次の諸状況が影争糺ているものと，推察することが
でき乱すなわち・グラフI7〕が示すように，固定資本の増大は19！0年
までに急増しているのに対し，貸借対照表における流動分類は除々にしか
増加しておらず，それが一般に普及しているとは判断し難いこと。さらに
は，ユ903年と！907年の恐慌時における企災倒産による利害関係者（特に債
権者）が打撃を受けたことである。
一グ　ラ　フI一
（百万）
10，OOO
（社）
50
9．OOO 40
　　　　　　’一製造工薬の ・
固定資産　　。
8，OOO （蝶年価格）／ 30
7，OOO
6．O00
！　　　　　貸借対照表の／。　　　　　流動分類
20
1O
5．000　1
1900　　　1905 1910　　1915（年）
　そして，第二点は，　流動分類基準にみる見解の不一致である。すなわ
ち，氏は，換金性基準を否定し，循環性基準を支持し，次のように言及す
る。
　「貸借対照表における流動項目の本来の目的は，企業の通常の指揮
において，企業の目的のために即座に手放すことのできる項目を示す
ように区別することであって，即時的な換金可能性を区別することで
はない。」畠〕
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　最後に，第三点は，先に考察を行なった，貸借対照表と「計算表」の関
係である。すなわち1それはゴーイング・コンサーンとしての企業活動の
「現況」と「変化」を表示する関係にあった。それ故，かかる「計算表」は
辿続せる貸借対照表（「現況」）を連結する役割を具備したことにある。
　以上，三点の理由を挙げたのであるが，いいかえれば，貸借対照表中心
思考における論理の一貫性と有用性が氏の基本的態度にあることに起因す
るといえるだろう。
　しかし・　ローゼンとデコスターの第二の論評点にある流動性への関心
は・その後の実際界における流動分類（換金性基準によるもの）の普及に
ともなって，コールからの脱却として，多くの論者によって，それへの修
1T1三が試みられた。そして，その結果，運転資本資金計算書が一潮流となっ
た。しかし，氏は一貫して，「現況」と「変化」の関係から，かかる「計
算表」を主唱し続けた。かかる氏の態度は，その後の論者が資金計算書を
論ずる場合の有益な示唆を与えた。この点に関し，ケンプナー（Jack　J．
Kempner）は次のように評する。
　「後世の人達は少なくとも，　コールが混乱を避けようとしたことに
感謝するだろう。コールが指向したものは，読者の注意を，資金その
ものよりも，資金が角1」造された源泉と資金が迦用された理由とに，向
けるように指導することにある。」9）
1）　L．S．Rosen　and　Don　T．DeCoster，“Funds”Statements：A
　　Historica1Perspective・The　Accounting　Review，Jan．！969．P．127．
2）　　　〔2〕，　p．327．
3）　　　〔1〕，　p．53．
4）　L－S．Rosen　and　Don　T．De　Coster，op．cit．，p．127．
5）　　〔1〕，p．138。コールは運転資本概念を認識しなかったわけではない。
　　その認識は鉄道会計の考察のr戸にみられる。すなわち「鉄道会社は貯蔵
　　品・現企等といったような，咀運柾資木”working　capita1として知ら
　　れているものの一定額を必要とする。」という。注目されるのは，コール
　　はここでは「流動」をcurrent用語で表現し，後に示すように（注8），
　　流動性基準として，換金性基準にあることを指摘する。（ibid．，P．222．）
6）　　　〔2〕，p．316．
7）　出所：製造工業の固定資本数値は，飯山貫一他訳「続恐慌の理論と歴吏
　　　上』育木書店刊，昭和45年，242頁。他方，年次報告書における貸借対
　　照表の流動分類数値は，W．Huizingh，Working　Capita1C1assificat－
　　ion　in　Ba1ance　Sheets，1963，Dissertation　for　the　Degree　Doctor
　　of　the　Michigan　University，pp．197－203。
　　　　この流動分類数値は，ウイジングが，鉄道業10杜，公益業7社，製造
　　業88社，計／05社の年次報告書を対象に行なった調査結果から作出した。
　　　この調査によれば，最初に公表会計諸表において流動分類を行なった会
　　杜は，1892年のDenve工＆Rio　Grande　Westem　Railroad社であっ
　　　た。
8）　〔1〕，p．3！8．さらに氏は1921年に明確に次のように言及する。すなわ
　　　ち「資産と負債の分類には，継続性基準permanenceと債務返済能力
　　　基準solvencyとがある。継続性における運転資本working　capita1
　　　はただちに転換される形態の資産であって，・…一・企業の継続を維持す
　　　るに必要な資産を意味する。」（〔3〕，pp・344－355）
5．お　わ　り　に
　これまでの考察から明らかなように，コールの特徴は貸借対照表中心の
思考の中に「時間」概念を導入したことにある。それ故・氏は「会計の目
的が財産の変化を記録し，これらの変化を説明することにある。」という。
ところで，変化の直接的誘因は「取引」にあるから1〕，氏は「会計は……
企業取引の言己録と科学的分析を行なうものである。」2）ともいう。　かかる
「取引」が，氏によれば，原因と結果か源泉と使途の観点から記録される。
したがって，氏の貸借対照表分析は次のように要約される。
　つまり，期間の取引によって生じた変化の結果は貸借対照表で分析され
る。それは時点の債務返済能カの判断に資す。そして，その変化の原因は
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＜資　料　1V＞
／奏言繊一貸借対照表
（9㍑、、、）…一古／比
連
統
1）帳簿の信頼表示
　複式簿記の自動］的
　検言正機能
2）債務返済能力表示
　財産額と請求権
（粉飾）
（倒産）
（時間的要素）
較／一…十一一一一恒コ
　　　　　　　　　　　変　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　化　　　　　1　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　1）目的1　　　　　　　　　　1
／繍／て㍑1／擦織〕／搬）．
　　　　　　＝　　　　　　　　2）論理的有意味‘一一一一一一一一一一一一一一
　　　　　　＝　　　　　　　　3）実践的有意味　　　　　　　　1
　　　　　　．　　　（灘㌶雛化）　　、
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　・一一一一一一一（．論舳勺純化）一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
「計算表」で分析される。それは債務返済能カの変化を追跡し，上の債務
返済能力の判断を補完する。ここにいう，結果と原困が「現況」と「変化」
である。かかる「計算表」分析の中に，氏の資金的思考が顕現されている
のをみた。それは，H債務返済能プ」の程度と傾向を動態的に説明するとと
もに，（⇒連続せる貸倦対照表を連結するという，それらの目的を有する。
（資料W・参照）かかる氏の思考は，　その後の資金計算書の理論に関し，
ひとつの潮流となった。そして，その潮流は，1971年のA　P　B意見書第19
号の中に流れ込み，他の運転資本資金計算書の潮流と合流し，大きな流れ
と化した。
1）　氏は1908年（1915年）には外部取弓1のみに限定していたが，1910年には，
　　次のような変化を示している。すなわち「利益稼得活動を詳述するため
　　のかかる計算書（「計算表」・中村）は，外部世界を取扱うことに限定さ
　　れず，企業内の一部門から他部門への価値の移転を示すことを意図す
　　る。」（〔2〕，p．335．）
2）　　　〔1〕，　P．4．
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